
「歯の痛みはないし検診はまだいいかな…」

そんなあなたに知って欲しい…！ 歯 周 病 のはなし
歯周病ができるまで 歯周病は歯についた歯垢（プラーク）に潜む歯周病菌によって起こる、歯茎の炎症です。

初期は自覚症状が少なく、気づくと進行して歯が抜け落ちる、恐ろしい病気です。

歯がグラグラする

歯を支える骨が溶け、歯の

根元がむき出しになる。

歯周病は

歯を失う原因の第1位

口臭の約90％は歯垢や歯周病菌が原因とされています。

ブレスケアをしても改善しない…という方は歯周病が進

行している可能性があります。

抜けたスペースに徐々に傾

いていくため、放置すると負

の連鎖で残りの歯の喪失に

も繋がりかねません。

歯の喪失

歯周病菌が歯茎の毛細血管中に侵入して全身をめぐり、体の様々なところで病気を引き起こします。

一部の歯周病菌がもつ“ジンジパイン”という

物質がアルツハイマー病悪化につながる。

認知症

歯周病菌が動脈硬化を促進させて血管が詰まりや

すくなり、脳梗塞や心筋梗塞等を引き起こす。

脳梗塞・狭心症・心筋梗塞

歯周病菌が入った唾液や食べ物が詰まって気

管に入り、肺に流れ込んで引き起こす。

誤嚥性肺炎

炎症性物質が子宮を収縮させ、早産、低体

重児出産の確率が高まる。

胎児への影響

歯周病の炎症物質がインスリンの働きを低下させ、糖尿

病が悪化する。また糖尿病は歯周病リスクを高め、互い

に悪い影響を及ぼし合う。

糖尿病

糖尿病 歯周病
免疫力低下

インスリンの働き低下

1つでも当てはまる方は歯周病の可能性があります。

歯茎の腫れ・出血

歯の周りに溜まった歯

垢に住みつく歯周病菌

が歯と歯茎のすき間に

侵入し、炎症を起こす。

歯周ポケットができる

炎症が進み、歯を支える骨

が徐々に溶け始めて歯茎が

下がる。

初期 症状の進行 後期

お口の気になるニオイは歯周病が原因かも？

ご存じですか？歯周病と全身の病気の深ーい関係

歯周病セルフチェックをしてみましょう

□歯みがきで出血する □硬いものが噛みにくい

□噛むと歯が揺れる感じがする

□お口のニオイが気になる

□歯肉がときどき腫れる

□朝起きた時、口の中がネバネバする

□歯肉が下がって、歯と歯の隙間が目立つ


